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1月

富
山
の
映
像
文
化
の
拠
点
に

県
映
像
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

特
別
講
演
会

国
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
記

念
し
て
、
岩
波
ホ
ー
ル
総
支
配
人
の
高

野
悦
子
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
演
会
が
、

一
月
二
十
二
日
、
富
山
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ロMa--
//
I
l
¥
 

月
内，

ι

県
民
参
加
の
県
づ
く
り

県
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会

意見を述べる県政モニター

-
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
県
が
、

重
要
施
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会
」
が
、
二
月
一

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
今
回
は
、
男
女
協
同
社
会
に
向
け
た

取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
聞
か
れ
、
県
政

モ
ニ
タ
ー
約
七
十
名
が
出
席
。
県
の
担

当
者
に
よ
る
説
明
の
後
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
出
席
者
か
ら
は
、
「
夫
婦
問
の
役
割

分
担
な
ど
、
家
庭
内
か
ら
始
め
る
こ
と

が
大
切
」
、
「
自
治
会
で
の
女
性
の
立
場

を
向
上
さ
せ
る
べ
き
」
な
ど
家
庭
や
地

域
社
会
で
の
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見

や
、
「
労
働
時
閣
を
短
縮
し
て
、
家
庭
を

重
視
す
る
社
会
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

-
県
で
は
今
後
も
、
こ
う
し
た
懇
談

会
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
開

9 

行ってみよう情報 14 

15 

1 1 

13 

とやま感動案内

情報工房、マルチメディア情報センター

地域をつくる仲間たち〈人物力フェ〉

富山ミナミ吹奏楽団団長・常任指煙者

牧野誠さん

とやま音のある風景

松田江浜と雨晴海岸の波音

インフォメーション
-
「
私
の
シ
ネ
マ
ラ
イ

フ
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
自
ら
の
体
験
を

ん
通
し
て
、
人
生
に
大

引
き
な
影
響
を
与
え
る

一
鍋
映
像
の
力
に
つ
い
て

棺
語
る
と
と
も
に
、
映

働
像
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

蜘
方
に
つ
い
て
、
「
富
山

映
に
つ
い
て
聞
か
れ
た

と
き
に
『
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
』
と
言

え
る
力
が
映
像
に
は
あ
る
。
こ
こ
に
し

か
な
い
個
性
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
希

望
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

口
県
映
像
セ
ン
タ
ー
は
、
富
山
に
関
す

る
様
々
な
映
像
資
料
の
収
集
と
活
用

を
目
的
と
し
て
お
り
、
上
映
会
や
映
像

に
関
す
る
相
談
、
機
器
や
ソ
フ
ト
の
貧

し
出
し
な
ど
に
加
え
て
、
市
町
村
や
民

間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

催
し
、
県
民
参
加
の
行
政
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
企
画
部
広
報
課

包

0
7
6
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4
4
4
)
3
1
3
3
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県
出
身
の
監
督
と

映
画
談
義

「釣
り
パ
カ
日
誌
」

一
行
が

知
事
を
表
敬

-
人
気
映
画
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
「
釣

リ
パ
力
日
誌
イ
レ
ブ
ン
」
の
本
木
克
英

監
督
と
主
演
の
西
田
敏
行
さ
ん
、
浅
田

美
代
子
さ
ん
が
、
二
月
一
日
に
県
庁
を

訪
れ
、
中
沖
知
事
と
懇
談
し
ま
し
た

0

.
本
木
監
督
は
、
富
山
市
出
身
で
現
在

三
十
六
歳
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る

若
手
映
画
監
督
で
、
デ
ビ
ュ
ー
作
品

の
「
て
な
も
ん
や
聞
社
」
(
平
成
九
年
)

で
は
、
藤
本
賞
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。

-

一
行
は
、
こ
の
日
県
民
会
館
で
行
わ

れ
た
試
写
会
に
出
席
す
る
た
め
富
山
を

訪
れ
た
も
の
で
、
中
沖
知
事
に
も
映

画
の
見
と
こ
ろ
を
P
R
。
こ
れ
に
対
し

中
沖
知
事
は
、
「
富
山
の
魚
も
美
昧
し

い
の
で
、
今
度
は
富
山
を
舞
台
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
富
山
県
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

シリーズ

O措とや
昭和59年3月18日(日)

1984 

-
今
後
、
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
、
富
山
の
映
像
を
活
用
し
た
文

化
・
学
習
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

-
問
合
せ
富
山
県
映
像
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
(
4
3
2
)
6
4
2
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1月

美
し
い
散
居
の
風
景
を
後
世
に

と
な
み
野
田
園
空
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
屋
敷
林
(
力
イ
二
ヨ
)
に
固
ま
れ
た
砺

波
平
野
の
散
居
村
の
保
全
と
活
性
化

を
地
域
住
民
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
い

う
「
と
な
み
野
田
園
空
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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2月

日
本
の
植
物
の
ル
ー
ツ
に

出
会
え
る
か
も

富
山
県
中
央
植
物
園

雲
南
温
室
オ
ー
プ
ン

-
富
山
県
中
央
植
物
園
に
、
新
し
く

「
雲
南
温
室
」
が
完
成
、
二
月
十
八
日

か
ら
公
聞
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

国
こ
の
温
室
は
、
中
央
植
物
園
と
友
好

こ
ん
め
い

関
係
に
あ
る
毘
閉
植
物
研
究
所
の
協 県民の期待を乗せ、テイクオフ

富山空港ジェット化
滑走路の延長工事が完成した富山空港に

乙の日、待望のジェット機が就航した。

一番機の到着前に行われた開港式では

中沖知事が力強く開港を宣言。 送迎デ':;キ

や周辺の堤防には3千人の県民が詰めか

けた。東京への所要時間が2時間から1時

間に短縮され、日帰りビジネスが可能に

なったことから、年間利用者数はそれま

での15万人から40万人へと大幅に増加、

県内経済や県民の暮らしに与えた効果は

計り知れない。利用者はその後も増加を

続け、現在では年間約100万人、 6つの

国内路線と3つの国 ，，-&if-

際路線を有し、地方 ，M~鶴
自治体が管理する空 f~ 1 
港としてはトップクー '.1 

ラスの実績を誇る 。-

富山空港のジェット

化は、富山県の可能

性を大きく広げる出

来事であった。

ム
」
が
、
一
月
二
十
三
日
に
砺
波
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
当
日
は
、
「
散
居
景
観
を
後
世
に
残

す
必
要
が
あ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
デ
イ

力
を
得
て
集
め
ら
れ
た
中
国
雲
南
省
の

貴
重
な
植
物
を
展
示
す
る
も
の
で
、
同

省
を
代
表
す
る
花
「
卜
ウ
ツ
バ
キ
」
の

さ
ま
ざ
ま
な
園
芸
品
種
を
展
示
す
る
エ

リ
ア
と
、
同
省
南
部
の
熱
帯
地
域
の
植

物
を
展
示
す
る
エ
リ
ア
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

-
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
「
卜
ウ
ツ
バ

キ
」
は
、
唐
の
時
代
か
ら
千
年
以
上
の

栽
培
の
歴
史
を
持
つ
椿
の
仲
間
で
、
雲

南
省
の
省
都
毘
間
市
の
花
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
熱
帯
地
域
の
エ
リ
ア

で
は
、
葉
の
直
径
が
五
十
セ
ン
チ
も
あ

る
イ
チ
ジ
ク
の
仲
間
「
フ
ィ
ク
ス
・
ア

ウ
リ
ク
ラ
ー
タ
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

-
雲
南
省
に
は
、
約
一
万
五
千
種
も
の

植
物
が
成
育
し
、
「
植
物
の
宝
庫
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
植
物
と
共
通 討論に聞き入る満員の観客

県広報ttきま 2000.3・ 1

開港式に詰めかけた人々

本誌は古紙100%の再生紙を使用しています。

べ
ー
卜
(
討
論
会
)
が
行
わ
れ
、
県
内
テ

レ
ビ
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
地
元
住
民
代

表
や
か
肯
定
派
と
否
定
派
に
分
か
れ
て
討

論
を
展
開
。
肯
定
派
は
、
「
世
界
に
誇
れ

る
日
本
の
震
村
の
原
風
景
」
、
「
地
球
環

境
の
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
散
居

村
の
景
観
を
守
リ
伝
-
え
て
い
く
必
要
性

を
主
張
。
こ
れ
に
対
し
、
否
定
派
は
、

「
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
必
要
性

が
薄
れ
た
」
、
「
屋
敷
林
の
維
持
管
理
に

労
力
と
費
用
が
か
か
る
」
な
ど
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

-
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
月
十
三

日
に
城
端
町
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

で
は
、
今
回
出
さ
れ
た
提
言
・
意
見
も

踏
ま
え
、
今
後
、
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
地
域
一
体
で
、
よ
り
よ
い
散
居
村

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

-
問
合
せ
農
林
水
産
部
農
村
環
境
課

2
0
7
6
(
4
4
4
)
3
3
8
1
 

の
祖
先
を
も
っ
植
物
も
多
く
、
日
本
の

植
物
の
起
源
を
探
る
-
つ
-
え
で
も
興
昧
深

い
地
域
で
す
。
皆
さ
ん
も
日
本
と
雲
南

省
の
植
物
を
見
比
べ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

-
問
合
せ
富
山
県
中
央
植
物
園

8
0
7
6
(
4
6
6
)
4
1
8
7
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開

.販売場所

・道の駅(うなづき、力モンパーク新湊、砺波、井波、たいら)

.チューリップ四季彩館

-物産センター富山 (CIC5階)

県民会館、県教育文化会館、

高岡文化ホール、新川文化ホール

・県庁正面案内

.2000年国体富山県実行委員会事務局

.価格(税込み)

・シンボルマーク一一・…・ 300円

・マスコッ卜ー……・・・・・・・ 300円

・2個セットー・・・…・・・・・・・ 550円

問合せ 2000年国体富山県実行委員会事務局

ft076 (444)8484 

2・ 県広報と廿ま 2000.3

バッジを買って
2000年とやま国体を
応援しよう!



特集
生
き
る
力
を
学
ん
だ
『同
歳
の
挑
戦
」

「
社
会
に
学
ぶ

「U
歳
の
挑
戦
」
」
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
実
社
会
の
、厳
し
さ
と

温
か
さ
、
気
配
り
や
他
人
を
思
い
や
る
心
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
が
、

一
日

一
日
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気

が
し
た
」
、
「
地
域
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、
家

族
の
会
話
が
増
え
た
」
な
ど
の
感
想
が
、
地

域
の
人
た
ち
か
ら
は

っ中
学
生
を
見
直
し
た
」、

「
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」

と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一社会に学ぶ r14歳の挑戦J-

圃
概
要

昨
年
の
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
県
内
の

全
中
学
校
の
約

1
/
3
に
当
た
る
二
十
七
校
で

実
施
さ
れ
、
約
三
三

O
O人
の
中
学
二
年
生

が
参
加
。
地
域
か
ら
は
約
一
二

O
O人
の
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
。

特集地域ぐるみで、心の教育

-
主
な
活
動
場
所

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
飲
食
底
、
理
・
美
容
院
、
工
務
庖
、
自

動
車
販
売
庖
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
工
場
、

農
場
、
銀
行
、
病
院
、
福
祉
施
設
、
幼
稚
園
・

保
育
所
、
警
察
署
、
図
書
館
な
ど
。

園
推
進
体
制

教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
、
受
け
入
れ
施
設
の
関
係
者

等
に
よ
る
推
進
委
員
会
を
組
織
し
て
事
業
を

実
施
し
た
口

地域ぐるみで、

一社会に学ぶr1 4歳の挑戦J-

県広報t"t3a:2000.3・ 3

昨
年
、
中
学
二
年
生
が
五
日
間
、
学
校
外
で
職
場
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
む
、
「
社
会
に
学
ぶ
『は
歳
の
挑
戦
」」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

「
心
の
教
育
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
月
の
特
集
で
は
、
「
社
会
に
学
ぶ
「は
歳
の
挑
戦
』」
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
重
要
な
テ

l
マ
「
心
の
教
育
」
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

いま、

子
ど
も
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
が
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

他
人
の
痛
み
を
理
解
で
き
る
人
間
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
い
じ
め
や
非
行
、
不

登
校、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
不
足

と
い

っ
た
問
題
が
、
子
ど
も
た
ち
の
問
で
深

刻
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
画

一
的
に
な
り
が

ち
だ

っ
た
と
れ
ま
で
の
学
校
教
育
、
少
子

化
・

核
家
族
化
に
伴
う
家
庭
で
の
教
育
力
の

低
下
、

地
域
の
連
帯
感
の
希
薄
化
な
ど
の
ほ

か、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
体
験
や
社
会
体
験

等
の
不
足
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
感
想
か
ら

圃
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
抜
く
作
業
で
は
、
「
人

命
を
預
か
る
自
動
車
の
仕
事
に
失
敗
は
許
さ

れ
芯
い
」
と
い
う
言
葉
に
手
が
震
え
た
が
、

思
い
が
け
す
「
上
手
だ
」
と
ほ
め
て
も
ら
い
、

自
信
と
工
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
き
た
。
そ
の

晩
、
自
動
車
関
係
の
仕
事
を
持
つ
父
と
、
仕

事
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
父
の
姿
、が
大
き

く
見
え
た
。(自

動
車
販
売
庖
で
活
動
し
た
生
徒
)

-
今
回
の
体
験
で
は
「
他
の
人
へ
の
気
配
り
」

を
学
び
ま
し
た
。
今
ま
で
は
自
分
中
心
に
考

え
が
ち
で
し
た
が
、
と
れ
か
ら
は
、
広
い
視

野
で
物
事
を
考
え
、
周
囲
の
人
に
も
気
を
配

り
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(福
祉
施
設
で
活
動
し
た
生
徒
)

-
僕
た
ち
を
陰
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
が

多
い
と
い
う
こ
と
が
、
身
に
し
み
ま
し
た
。

(図
書
館
で
活
動
し
た
生
徒
ν

保
護
者
の
感
想
か
う

-
い
つ
も
は
聞
か
れ
た
こ
と
し
か
答
え
な
い

息
子
が
、
そ
の
日
の
活
動
内
容
を
積
極
的
に

話
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
族
の
話
題
も
ふ
く

ら
み
ま
し
た
。

聞
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
く
て
、
「
私
に
は
と

の
仕
事
は
向
い
て
い
な
い
」

と
涙
し
た
日
も

あ
っ
た
が
、
家
族
で
励
ま
し
元
気
づ
け
た
。

子
ど
も
も
親
も
一
生
懸
命
の
五
日
間
で
し
た
。

-
肉
体
労
働
で
大
変
そ
う
だ
つ

た
が
、
汗
水

流
し
て
が
ん
ば
る
姿
に
驚
い
た
。
作
業
服
姿

、
が
大
人
っ
ぽ
く
見
え
、
こ
ん
な
に
大
き
く
な

っ
た
の
か
と
思
う
と
同
時
に
、

一
生
懸
命
な

姿
に
感
動
し
た
。

闘
病
院
で
活
動
し
た
娘
は
、
「
看
護
婦
さ
ん
は
、

入
院
中
の
お
ば
あ
さ
ん
に
怒
ら
れ
て
も
笑
顔

で
お
世
話
し
て
い
た
よ
」
と
、
自
に
涙
を
浮
か

べ
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
た
。
思
い
ど
お
り
に

な
ら
な
い
と
す
ぐ
に
腹
を
立
て
て
い
た
娘
が

変
わ
っ
た
の
は
そ
れ
か
う
で
す
。
娘
は
、
病

院
の
方
々
の
強
さ
と
優
し
さ
を
分
け
て
も
ら

い
、
心
が
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

地
域
社
会
が
は
ぐ
く
む

「
生
き
る
力
」

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
、
県
と
県

教
育
委
員
会
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が

「心
の
教
育
」
で
す
。

ひ
と
く
ち
に

「心
の
教
育
」
と
い

っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
内
容
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
特

に
重
要
な
の
が
、

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る

力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
い
う
テ

l
マ
で

す
。

「
生
き
る
力
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
い

ろ
い
ろ
な
体
験
や
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中

で
主
体
的
に
考
え
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
解

決
策
を
見
い
だ
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
こ

そ
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

「生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
機
会
は
、

学
校
内
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
地
域
社
会
に

こ
そ
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「
生
き
る
力
」
と
は
、

①
自
分
で
課
題
が
酋
見
つ
け
、
目
、
昌
子
び
、
考
え
φ
力

②
正
義
感
や
倫
理
観
想
ζ

富
一
旦
か
な
人
間
性

③
た
く
ま
し
く
生
言
。
た
め
の
健
康
や
体
力

地
域
の
声

日
3
名
の
生
徒
を
受
け
入
れ
た
、

日
民
営
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
に
ぎ
や
か
」

日
代
表
、
阪
井
由
佳
子
さ
ん

思
春
期
の
子
ど
も
が
い
な
い
私
に
と
っ
て

は
、
学
校
の
中
は
よ
く
分
か
ら
な
い
世
界

で
し
た
。
で
も
、

「同
歳
の
挑
戦
」
で
生
徒

を
受
け
入
れ
て
み
て
、
今
の
中
学
生
の
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
今
回
の
取
り

組
み
は
、
地
域
住
民
が
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
考
え
る
う
え
で
、
と
て
も
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

4・ 県広報と哲彦 2000.3



生徒を受け入れた施設には、この
ようなポスターが掲示されました。

一社会に学ぶ D4歳の挑戦J-特集地域ぐるみで、心の教育

平成 11年度に実施した「心の教育Jのための事業
心の教育についての

主な相談窓口
師 団きる力」を身に付ける活動等 t 

福祉施設では、高齢者と折り紙を楽しみ
ました。

-社会に学i)¥n 4歳の挑戦』

中学2年生が5日間、学校を離れ、職場体験やボランティア芯どの活動に取り組む。

.12歳立山夢登山

子どもから大人への転換点ともいわれる 12歳の子ど

もが立山に登り、自然の素晴うしさや厳しさを体験

するとともに、大人への自覚を高める。

圃家庭教育やしつけについて

<子育てほっとライン>

怨 076(433)4150

直下日 月~金曜日 1 0:00~23:00 
直E 土曜日 17:00~23 ・00
※その他の時間は FAXで対応 .12歳スノーキャンプ

12歳の子どもが雪の里山で野外生活を体験し、自然

の厳しさに触れながら、たくましく生きる力を身に付ける。

上手の操作できるかなあ。

12歳立山夢登山

-子どもとやま県議会

小学5・6年生が、県議会議事堂で自分たちの将来や郷土に

ついて話し合い、社会の一員としての自覚を身に付ける。

-中学校区「心の教育」ネットワーク活動
中学校区を単位に、学校、地域の告団体、家庭が連携して、

「清掃奉仕活動jや「あいさつ運動JI意見発表会」などを

実施する。

-学校教育、いじめ、不登校について

<県総合教育センタ一教育相談部>

ft076 (444) 6167 

ft076 (444) 6320 (いじめ相談専用)

直司 月・金曜日 1 3:00~ 1 7:00 
直~ 火・水・木曜日 9 ・00~17:00

魚津 ft 0765 (24) 7830 

直石1月・水・金曜日 10 :30~ 1 9:00 

直旦I火・木曜日 8:30~17:00 

富山 ft 076 (44 1 ) 3882 

直司 月水-金曜日 10:30~ 1 9:00 
直旦j火・木曜日 8 : 30~17:00 

高岡 ft 0766 (26) 7830 

直石1月-水曜日 8:30~17:00 

直旦j火・木・金曜日 10:30~ 1 9:00 

砺波 ft0763 (33) 7830 

直石1月-水曜日 8:30~17:00 

直旦j火・木・金曜日 10:30~ 1 9:00 

おいしいコーヒーになりますように。

学
校
・
地
域
・
家
庭
が

一
体
で
進
め
る
「
心
の
教
育
」

スーパーの食品売り場で、いらっしゃいませ。

子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、

学
校
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
や
家
庭
と
連
携
し
て
、
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

従
来
の
取
り
組
み
は
、
ど
う
し
て
も
学
校

主
導
に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、
「
社
会
に
学
ぶ

「凶
歳
の
挑
戦
』
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

在
り
方
を
模
索
す
る
学
校、

子
ど
も
た
ち
を

責
任
を
持

っ
て
受
け
入
れ
る
地
域
の
人
々
、

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
支
え
る
保
護
者
(家

庭
)
が
、

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

一
緒
に
考

え
、
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

育
て
る
と
い
う
気
運
を
高
め
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
「
社
会
に
学
ぶ
『
U

歳
の
挑
戦
」
」
を
今
後
も
実
施
校
を
増
や
し
て

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今日はどんな活動をするのかな。指導の方と打合せ。

子どもとやま県議会

.1こころの言葉」活用事業

子どもの健やかな成長に役立つ言葉を広く募集し、優秀作

品を児童生徒や保護者向けのパンフレッ卜に掲載して普及

啓発に役立てるとともに、インターネットでも PRする。

<教育事務所>

。 教員の指導力の向上 t 
-学校カウンセリング講座

一般の教員を対象に、カウンセリングについての基礎的な

研修を実施し、児童生徒や保護者からの相談、指導・援助

についての能力を向よさせる。
保育園では、小さな子どもたちの人気の的。

学校カウンセリング講座

-教員カウンセラーの養成

いじめや不登校等についての専門的な知識・技能を有する

教育相談担当者※を養成するため、大学や教育研究所への

派遣研修を行う。
※教育相談担当者

教育事務所で電話相談に応じる生活指導主事や、一部の中学校に配置されている力ウンセリング専任教員など

-思春期の子どもの発育などについて

<心の健康センタ一心の電話>

ft076 (428) 0606 

国 日 曜日

-生徒指導支援スタッフ派遣事業

カウンセリングや性教育などの専門家を小・中・高校に派遣し、児童生徒の相談に応じ

るほか、教員・保護者を対象に講演会や研修会を実施する。

9:30~16:00 

-非行や家出等について
氷見漁港で魚の水揚げ、作業を体験。

県広報と哲彦 2000.3・ 5

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の

一
員
。
子
ど
も

た
ち
を
健
全
に
育
て
る
こ
と
は
、
地
域
社
会

全
体
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
次
の
よ
う
な
ご
と
を
心
が
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
行
事
に
参
加
さ
せ
よ
う

地
域
の
行
事
や
活
動
に
、
子
ど
も
た
ち
を
積

極
的
に
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
せ
る
よ
う
、
企
画
段
階

か
う
参
加
さ
せ
る
と
、
一
層
効
果
的
で
す
。

地
域
を
愛
す
る
心
を
育
て
よ
う

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
地
域
に
伝
わ
る
文

化
の
伝
承
や
自
然
環
境
の
保
護
な
ど
に
取
り

組
み
、
地
域
の
良
さ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
よ
う

子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
日
ご
ろ
か

ら
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
参
加
し
よ
う

子
ど
も
会
の
清
掃
奉
仕
や
、
ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
大
人
も
積
極
的

に
か
か
わ
り
ま
し
ょ
う
。
子
育
て
を
終
え
た

人
や
、
日
ご
ろ
子
ど
も
た
ち
と
接
点
が
な
い

人
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

-
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ

・
『t
迂
思
見
は
、

県
教
育
委
員
会
指
導
課
ま
で

8
0
7
6
(4
4
4
)
3
4
5
2
 

<警察本部困りごと相談>

ft076 (442) 01 10 

匡 日 曜日

Eu]相談窓口の充実 】l
• 1生徒指導教育相談協力推進員J
教員08を教育事務所に配置して不登校をはじめさまざまな問題に悩む児童生徒の家

庭を訪問し、本人や保護者からの相談に応じる。

8:30~17:15 

証翠圃
• rスクールカウンセラ-J
精神科医や臨床心理士などの専門家を学校に配置し、教員

や児童生徒、保護者かうの相談に応じる。
。一部の小ー 中・高校で実施

-養育上の悩みや非行・虐待について

<富山児童相談所子育てテレフォン相談>

ft076 (422) 51 10 

耳石1月~金曜日 9 ・00~21 :00 
直E 土日曜日、祝日 9:00~18 ・00

官豆芝町
心の教室相談員

• r心の教室相談員」

教員08、青少年指導者、ボランティア団体の方芯ど地域

の人材を中学校に配置し、生徒が気軽に相談できるようにする0

0スクールカウンセラーが配置されていない中学校(小規模校を除く)で実施

6・ 県広報と哲彦 2000.3



ヤクーツク

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
街
並
み

モスクワ

アシアナ航空富山支庖番匠春夫さん

韓国旅行の魅力は、安さと手軽さ 。富山

からだと、九州旅行よりも安くて、東京

ヘ行くのと同じくらい。ピザが不要です

から、囲内旅行感覚で出発できます。実

際、 2-3目前に予約される方も多いんで

すよ。最近は、ソウルの南大門市場や東

大門市場が人気スポットです。

富山一ソウル便

運航会社/アシアナ航空

運航日/週4往復(月・水・金・土)

※金曜日は3/31かう運航

便利、
の国際3路線

ニューヨーク
ロサンゼルス
シカゴ
ワシントン芯ど

山
'i'flij 

石川県金沢市の桜井さん

韓国へは5回目、今回は温泉めぐりツア

ーに参加しました。宮中料理のような豪

華な夕食や魚市場でのショ ッピングも楽し

かったですよ。

※ソウルでは次の都市への乗り継ぎが便利です。
香港、タシケン卜、ホーチミン、シンガポール、バンコク、シド二一、
ニューヨーク、ロサンゼルス、サンフランシスコ、シアトル、シカゴ、ダ
ラス、ワシントン、グアム、サイパン、釜山・済州芯ど韓国内主要都市

問合せ/アシアナ航空富山支庖
富山市大手町6-14(富山市民プラザ内)
怨 076(491) 7311 

ダイヤ・富山発 12:30→ソウル着14:40

・ソウル発9:50→富山着11:40 

ソウルへ、ウラジオストクへ、大連へ。

富山空港の国際3路線は、富山と対岸諸国、

そして世界を結ぶ、空のかけ橋です。

あなたも、富山空港から気軽な海外旅行に出かけてみませんか。

サイパン
グアム

シンガポール
ホーテミン
バンコク
シドニー芯ど

ウラジオストク航空

北陸地域マネージャー S.N.アパリンさん

ウラジオストクはロシア各地への乗り継ぎ

も便利です。観光面でも見どころがいっ

ぱい。今年からは、富山空港発の格安な

パ ック旅行商品が出てきました。大森林

(タイガ)の中のコテージでの滞在や釣

り、アムール川クルーズなどで、シベリ

アの大自然を満喫してください。

富山一ウラジオストク便

運航会社/ウラジオストク航空

運航日/週2往復(火・金)

中国北方航空富山空港事務所長

王欣さん

大連はこれからが観光シーズン、五月

には「アカシア祭り」も開催されま

す。また、大連は中国各地への乗り継

ぎも便利。富山一大連便と一緒に購入

口 f づ試問すれば、中国国内線の航空券はとても

割安になります。北京、上海、清陽など中国主要都市への

アクセスにもどうぞご利用ください。

官
民

体
で
利
用
を
促
進

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
市
町
村
や
航
空

会
社
、
旅
行
会
社
、
経
済
団
体
な
ど
と
と
も

に
「
富
山
空
港
国
際
定
期
便
開
設
促
進
協
議

会
」
を
設
立
し
、
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の

実
施
な
ど
、
富
山
空
港
の
国
際
路
線
の
開
設
、

利
用
促
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
富
山
空
港
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

し
ゅ
う
す
い
し

空
港
や
大
連
周
水
子
国
際
空
港
と
の
聞
で
そ

れ
ぞ
れ
友
好
空
港
提
携
し
て
お
り
、
航
空
路

線
の

P
R
活
動
を
含
め
た
情
報
交
換
や
交
流

が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、
昨
年

の
富
山
雫
港
の
国
際
線
利
用
状
況
は
、
ソ
ウ
ル

使
で
平
均
搭
乗
率
が
過
去
最
高
の
七
七
・
五
%

を
記
録
し
た
ほ
か
、
国
際
路
線
全
体
の
利
用

者
数
も
過
去
最
高
の
丘
六
、
五
四

O
人
と
な

る
な
ど
、
概
ね
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

※乗り継ぎ路線l革、代表的忽ものの例示です。

‘大連の街並み (中山広場)
Vソウル市内の市場 (南大門市場)

l遍"

福岡県の大学生

今回はシベリア鉄道の旅を楽しむ予定で

す。ウラジオストクはシベリア鉄道の始

発駅ですが、日本からの航空便は少ない

ので、富山一ウラジオストク便は利用価

値が高いですね。

北
東
ア
ジ
ア
の
交
流
に
貢
献
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こ
の
国
際
三
路
線
は
、
経
済
、
観
光
、
学
術
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
交
流
の
基
盤
で
す
。

ニ

ア

富
山
県
で
は
、
昨
年
十
月
に

N
E
A
R
幻

(
北
東
ア
ジ
ア
経
済
交
流

E
X
P
O
)
が
開
催

さ
れ
、
中
園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル

な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
来

県
し
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
協
力
の
面
で
も
、
富
山
県
が

運
営
を
支
援
し
て
い
る
(
財
)
環
日
本
海
環
境

ナ

ウ

パ

ッ

プ

協
力
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年
、

N
O
W
P
A
P

ち
い
き
か
い

(
北
西
太
平
洋
地
域
海
行
動
計
画
)
の
地
域
活

動
セ
ン
タ
ー

(
R
A
C
)
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、

富
山
県
を
舞
台
に
し
た
国
際
交
流
が
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
質
的
な
交
流
を
積
み
重

ね
、
富
山
県
が
対
岸
諸
国
と
の
交
流
の
中
核

拠
点
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
国
際

三
路
線
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
便
利

富
山
空
港
の
国
際
三
路
線
は
、
皆
き
ん

一

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
身
近
で
便
利
な
存
在

で
す
。

ソ
ウ
ル
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
大
連
へ
の

旅
行
は
も
ち
ろ
ん
、
乗
り
継
げ
ば
、
開
界
各

地
へ
も
ひ
と
つ
飛
び
。
皆
さ
ん
の
行
動
範
囲

を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

観
光
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
大
い
に
利
用
し

て
、
あ
な
た
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

氷見市の前野さん

3泊4日のツアーで、大連・北京・万里

の長城をまわってきました。中国は

初めてだったんですが、さすがにお酒

と料理はおいしかったですね。

※
ダ
イ
ヤ
は
い
す
れ
も
三
月
二
十
五
日
ま
で
の
も
の
で
す
。
ご
利
用
の
際
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時
刻
は
現
地
時
刻
で
す
。

-
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
土
木
部
航
空
対
策
室
ま
で

包

0
7
6
(
4
4
4
)
3
4
6
3

※ウラジオストクでは次の都市への乗り継ぎが便利です。
ヤクーツク、ユジノサハリンスク、カムチャッ力、
モスクワ

問合せ/ウラジオストク航空富山事務所
富山市秋ヶ島30(富山空港ターミナルビル内)

宮 076(495)3034

ダイヤ・富山発 14:40→ウラジオストク着18:20

.ウラジオストク発 12:20→富山着14:00

富山一大連便

運航会社/中国北方航空

運航日/週2往復(水・土)

8・ 県広報と甘苦 2000.3

※大連では次の都市への乗り継ぎが便利です。
北京、上海、藩陽、広州、鄭州、長膏、成都、洛陽、
三亜、深刻11、青島、武漢、延吉

問合せ/中国北方航空富山支庖
富山市奥田新町81(ボルフアートとやま内)
ft 076 (443) 3895 

ダイヤ・富山発 13:30→大連着15:10

・大連発9:20→富山着12:30



と
身
近
に
、
も
っ
と
高
度
に
。

聞
か
れ
た
情
報
路
用
ス
テ

I
シヨ

園 盟 国 国 園 圏 困

も
つ

情
報
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
世
界
が
広
が
る
。

マルチメディア
情報センター

とやま感動案内

情報ビル

-富山県情報工房 (1F) 

開館時間/午前9時30分~午後5時
休館日月曜日(祝日を除く)、祝日の翌日、

年末年始

研修受講料/無料

機器使用料/無料(創作ゾーンは有料)

問合せ/ft076(444) 7887 
http://www.johokobo.pref.toyama.jp/ 

-富山県マルチメディア情報センター (5F)
開館時間/午前9時30分~午後5時
休館日/月曜日(祝日を除く)、祝日の翌日、

年末年始

研修受講料有料(講座ごとに設定)

設備使用料/有料(制作施設ごとに設定。要予約)

問合せ/ft076(432) 8885 
http://www.mmc.pref.toyama.jp/ 

パソコンの世界が自由に広がる体験ゾーン。楽しし1メニューがいっぱい。

情報工房

情報工房でのパソコン研修。マウス操作やキーボードの入力も

丁寧に教えてくれる。受講者の年齢層も幅広し1。

ン。
情報工房

マルチメテ、イア情報センター

創作ゾーンでは、 CGやコンピューターミュ

ージックなどの制作練習ができる。 1時間

までは無料。 CG制作やビデオ編集芯どの

講座も開催されている。

CG制作室。3次元や2次元CG、シミュレー

ションシステムなどがある。

アナログからデジタル編集まで

可能なビデオ編集室。

ーー

ソフト制作室では、 CD-ROMやハイビジョ

ン静止画の制作芯どができる。

.住所/富山市高田527

.市電で 新富山下車徒歩15分
・パスで 新富山下車徒歩15分
・自家用車で JR富山駅より約7分

北陸自動車道富山LCより約20分

富山県情報工房と富山県マルチメディア情報セ
ンターがある情報ビル(富山県総合情報センター

ビル)には、このほかにも情報関連機関が入居し、
地域の情報化のために活動している。

110インチのハイビジョンスクリ ンを使って、プレゼンテーションや研

修会などができるマルチメディアシアター。高度な技術を少人数で学べる

講座も開催されている。

.(株)富山県総合情報センター
ft076 (432) 1116 
http://www.toyama-tic.cojp/ 
〈主主主事業内容〉

最新の情報処理妓術を紹介するイベントや
セミナーの開催
地域の情報化リーダーの育成

(電脳山田村塾芯ど)

情報ビルの管理

.(財)富山県産業情報センター

包 076(444)5600
http://www.toyama-smenetorjp/ 
〈主芯事業内容〉

中小企業等の企業活動に必要な情報の収集

提供

中小企業等のインタ ネット利用の支媛
中小小売商業者の支援

水彩画制作講座の受講者の作品。

交流ゾーンに展示されている。音素材の制作や編集を行うオー

ディオ編集室。
研修は、はじめてパソコンに触れる人でも

リラックスして学べる雰囲気。
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情
報
の
ド
ア
を
開
い
て
み
よ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ホ
l
ム
ペ

1
ジ、

電

子
メ
l
ル
と
い

っ
た
言
葉
が

H
常
的
に
使

わ
れ
る
現
在
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
も
は
や

情
報
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
、

地
域
の
情
報
化
を
進
め
、
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

富
山
県
が
設
置
し

た
の
が
「
情
報
工
一
房
」
と
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

コ
「
情
報
工
一房
」
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
情
報

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
の
施
設
。
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
や
研
修
は
無

料
で
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
入
門
で
き
る

よ
う
に
心
配
り
、か
さ
れ
て
い
る
。

-
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は、

そ
の
名
の
通
り
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作
品
を

制
作
す
る
た
め
の
専
門
的
な
機
器
を
備
え
、

質
の
高
い
作
品
を
制
作
で
き
る
環
境
を
提

供
し
て
い
る
。

は
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
い
え
る
情
報
。

ド
ア
を
開
け
ば
、
そ
こ
に
は
新
し
い
世
界
が

中
の
守
令
。

触
れ
て
、
学
ん
で
、
創
っ
て
、

気
軽
に
始
め
る
。

ー
情
報
工
房
|

-
「
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
知
り
た
い
」
、

「イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
人

を
対
象
に
し
た
情
報
工
房
は
、
気
軽
に
楽

し
ん
で
、

学
べ
る
施
設
に
な
っ
て
い
る
。

U
デ
ジ
タ
ル
絵
本
を
見
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
料
理
の
作
り
方
を
調
べ
た
り
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
'
自
由
に
楽
し
め
る
。
ま
た
、

マ
ウ
ス
操
作
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
入
門
編
を
学
べ
る
講
座
も
開

設
さ
れ
て
い
る
。
C
G
の
制
作
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
た
作
曲
も
可
能
。
館
内
に

は
各
講
座
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

-
宿
題
に
出
た
こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
い
る
親
子
、
都
会
へ
行
っ
た
孫
に

電
子
メ
l
ル
を
送
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
研

修
を
受
け
に
き
た
人
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
思
い
思
い
に
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て

い
る
。
そ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
、
何
度
も
訪

れ
る
人
が
多
い
。

高
度
で
専
門
的
な
ニ

1
ズ
に
応
え
る
。

ー
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
ー

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ

l
タ
ー
な
ど
の
高
度
で

専
門
的
な
制
作
ニ

l
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

常
に
最
新
の
設
備
を
導
入
し
て
お
り
、
昨

年
機
材
な
ど
を

一
新
。
よ
り
快
適
な
制
作

環
境
と
な

っ
た
ロ静
止
画
や
動
画
、

音
声
な

ど
を
複
合
的
に
使

っ
た
作
品
や
新
し
い
光

デ
ィ
ス
ク
D
V
D
の
制
作
も
で
き
る
。

」
プ
ロ
に
限
ら
ず
、

一
般
の
人
の
利
用
も
可

能
。
基
礎
か
ら
実
践
ま
で
プ
ロ
が
教
え
る
講

座
も
あ
り
、
ご
れ
か
ら
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作

品
を
つ
く
っ
て
み
た
い
人
や
本
格
的
に
ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ
し
た
い
と
い
う
人
の
意
欲
を
応

援
し
て
い
る
。

臼
ま
す
ま
す
多
彩
に
広
が
っ
て
い
く
情
報
化

社
会
。
情
報
を
よ
り
身
近
に
、
よ
り
高
度

に
。
ふ
た
つ
の
施
設
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
#
』
楽
し
む
ヒ
ン
ト
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
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EE事..  盟 fat-

第47回全日本吹奏楽コンク-)レで

金賞を受賞した富山ミナミ吹奏楽団

団長常任指揮者

人物品fe結
成
当
初
の
練
習
場
所
が
、
富
山
市
の
南
に
位
置
す
る
新
保
小
学
校
体
育
館

だ
っ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
と
な

っ
た
富
山
ミ
ナ
ミ
吹
奏
楽
団
。
昭
和
五
十

三
年
に
十
四
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
た
こ
の
社
会
人
吹
奏
楽
団

が
昨
年
、
第
四
十
七
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
口

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
プ
ロ
の
吹
奏
楽
団
も
参
加
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
大
会
。

初
出
場
で
の
金
賞
受
賞
は
ま
さ
に
快
挙
。
総
勢
七
十
一
名
の
団
員
が

一
丸
と

な
っ
て
成
し
遂
げ
た
栄
え
あ
る
成
果
だ
っ
た
。

地滅をつくる仲間たち人物力フェ

動
か
し
た
い

牧野誠さん
(まきのまとと)

1964年生まれ

富山市在住

富山ミナミ吹奏楽団に入団して17年になる牧野さんだが、指揮者としてのデビューは2年前。
演奏中は厳しい表情を見せるが、ふだんはにこやかなお兄さんという雰囲気。団員とのコミュニケーションも大切にしている。

PROFILE 
昭和39(1964)年生まれ。「富山県民の

歌」の作曲者 ・牧野良二氏の長男。県立

富山商業高校吹奏楽部で吹奏楽の魅力に

目覚め、卒業後、富山ミナミ吹奏楽団に入

団。昭和63年より団長を務め、平成10年

には常任指揮者に就任した。今年10月に

開催される2000年とやま国体秋季大会、

きらりんびっく富山では、開会式や閉会

式のファンファ レの責任者として活躍

することに芯っている。
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み
ん
な
で
創
り
上
げ
る
の
が
ミ
ナ
ミ
流

「海
の
男
達
の
歌
」
。
ご
の
曲
目
を
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
サ
ウ
ン
ド
で
演
奏
し
、
富
山

ミ
ナ
ミ
吹
奏
楽
団
は
、
昨
年
十
月
二
十
四

日
に
福
島
県
郡
山
市
で
行
わ
れ
た
第
四
十

七
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事

金
賞
を
獲
得
し
た
。
初
出
場
で
、
い
き
な
り

の
快
挙
。
し
か
も
県
内
の
楽
団
の
入
賞
は

十
年
ぶ
り
だ
っ
た
。

そ
.
の
富
山
ミ
ナ
ミ
吹
奏
楽
団
の
団
長
を

務
め
る
牧
野
誠
さ
ん
は
、
平
均
年
齢
二
十

一一一

i
四
歳
と
い
う
若
い
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

ま
と
め
役
で
あ
る
。

「
指
揮
者
で
あ
る
僕
自
身
も
、
う
ち
の
楽
団

も
、
タ
イ
プ
と
し
て
は
努
力
型
。
音
楽
を

追
究
し
合
っ
て
、
音
色
や
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い
く
の
が
う
ち
の

や
り
方
で
す
」

た
の
は
運
動
部
と
変
わ
ら
な
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
。
楽
器
を
吹
く
た
め
の
体
力
帆
つ
く
り

に
汗
を
流
す
毎
目
だ
っ
た
が
、
き
つ
い
練

習
に
耐
え
努
力
を
積
み
重
ね
る
な
か
で
、

吹
奏
楽
の
魅
力
に
目
覚
め
て
い
っ
た
。

当
時
は
富
山
県
の
吹
奏
楽
の
黄
金
時

代
。
し
か
し
現
在
は
、
楽
器
を
手
に
す
る
生

徒
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
富
山
ミ
ナ

ミ
吹
奏
楽
団
で
は
、
小
中
学
校
や
養
護
学

校
を
訪
れ
て
、
積
極
的
に
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。

「
生
の
楽
器
の
音
を
聴
い
て
、
あ
の
音
い
い

な
あ
、
あ
の
楽
器
や
っ
て
み
た
い
な
あ
と

い
う
気
持
ち
を
、
子
ど
も
た
ち
に
持
っ
て

も
ら
い
た
い
ん
で
す
。
そ
れ
が
吹
奏
楽
人

円
の
す
そ
野
を
広
げ
、
ひ
い
て
は
富
山
県

の
吹
奏
楽
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
ん
で
す
」

音
色
に
は
奏
者
の
人
間
性
が
出
る

だ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
終
わ
り
は
芯
い

富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽
連
盟
の
事
務
局

長
も
務
め
る
牧
野
さ
ん
は
、

2
0
0
0年

と
や
ま
国
体
秋
季
大
会
と
き
ら
り
ん
び
っ

く
富
山
の
開
会
式
な
ど
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
の
責
任
者
で
も
あ
る
。
開
会
宣
言
、
聖

火
点
灯
な
ど
式
典
を
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
さ

せ
る
た
め
に
大
切
な
役
割
だ
。

「
私
が
と
ち
る
と
式
が
始
ま
ら
な
い
ん
で

し
ょ
う
ね
(
笑
)
。
そ
う
考
え
る
と
こ
わ
い

気
も
し
ま
す
が
、
全
国
の
注
が
集
ま
る

と
こ
と
ん
話
し
合
っ
て
練
り
上
げ
て
い

く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
、
他
に
劣
ら
ぬ
練
習

量
。
そ
う
し
た
努
力
こ
そ
、
牧
野
さ
ん
が

大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

土
壌
は
牧
野
さ
ん
が
吹
奏
楽
と
出
会
っ
た

高
校
時
代
に
つ
ち
か
わ
れ
た
と
い
う
。

欧
奏
楽
人
口
の
す
そ
野
を
広
げ
た
い

牧
野
さ
ん
の
父
親
は
、
「
富
山
県
民
の

歌
」
の
作
曲
者
で
あ
る
牧
野
良
二
氏
。
中
学

校
長
を
退
い
た
今
も
、
子
ど
も
た
ち
に
音

楽
指
導
を
続
け
て
い
る
。息
子
の
牧
野
さ

ん
は
さ
ぞ
や
音
楽
の
英
才
教
育
を
受
け
た

の
で
は
と
思
い
き
や
、
小
学
校
は
サ
ッ
カ
ー

少
年
。中
学
に
入
っ
て
か
ら
は
野
球
。
そ
の

野
球
を
や
り
た
く
て
富
山
商
業
高
校
ヘ

。

そ
れ
が
、
気
が
付
い
た
ら
吹
奏
楽
部
に

入
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
待
っ
て
い

国
体
は
、
『
富
山
県
の
吹
奏
楽
は
こ
ん
な
に

い
い
音
を
出
し
て
い
る
ん
、
だ
ぞ
』
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
絶
好
の
機
会
。
富
山
県
の
吹
奏
楽

と
こ
に
あ
り
の
意
気
込
み
を
込
め
た
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
を
聴
か
せ
ま
す
よ
」

前
向
き
な
姿
勢
で
、
牧
野
さ
ん
と
富
山

ミ
ナ
ミ
吹
奏
楽
団
の
さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
続
く
。

「
金
賞
を
も
ら
っ
て
満
足
し
て
い
て
は
、
そ

こ
ま
で
の
音
し
か
出
せ
ま
せ
ん
。
楽
器
の

音
色
に
は
、
奏
者
の
気
持
ち
、
性
格
、
人
間

性
が
出
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」

富
山
ミ
ナ
ミ
吹
奏
楽
団
の
合
言
葉
は

，
人
に
感
動
を
‘
特
に
ノ
丁
、
ど
も
た
ち
に
は
、

が
ん
ば
る
自
分
た
ち
の
姿
を
通
し
て
、
感

動
と
吹
奏
楽
へ
の
興
昧
を
伝
え
た
い
と
い

う
。
演
奏
を
聴
き
、
楽
器
を
手
に
し
た
子

ど
も
た
ち
と
、
い
つ
か

一
緒
の
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
た
い
。
牧
野
さ
ん
は
、
夢
の
実
現
ヘ

向
け
て
、
力
強
く
人
生
の
タ
ク
ト
を
振
り

続
け
て
い
る
。

富
山
ミ
ナ
ミ
吹
奏
楽
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈〈①ワヨ
ωω
厄
「
@
ヨ
一
コ
ω
ヨ一
・0
一c
u
・コの・
5

コ
ン
サ
ー
ト
情
報

富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
/
3
月
白
日
日
午
後
1
時
羽
分
開
場

会
場
/
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

・
問
合
せ
北
日
本
新
聞
事
業
部

8
0
7
6
(
4
4
5
)
3
3
5
5
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明_.，1.cH CT ;晴報
セゾン現代美術館コレクション展
i20世紀一時代の証言」
[4/2 (日)まで]
国内外の現代美術を概観できる同館のコレク
ションの中か5代表作約80点を展示します。
一般 900円/高・大 650円/小・中 450円

ベルギー絵画i20世紀の巨匠J
14/15(土)~5/28 (日)] 

17:00 
(3/20は開館)・祝日の翌日
示観覧料

200円高・大 160円小・中 100円

チベットマンダラ恒例展
[3120 (祝)まで]

これまで当館が収蔵してきたチベットマンダラ
を公開します。
展示館の観覧券で入場できます。

※まんだら遊苑は、3月末まで休苑です。

~17 ・ 00

曜(3/20は開館)・祝日の翌日
一般 300円高・大 240円小・中 150円
一般 100円高・大 80円小・中 50円

玉井博文さんの“風船で遊ぼう1"
[3/19(日).26(日)13 ・ 00~17 ・ 00]

高岡市在住のマジ‘シャン玉井博文さんによる

)¥)レーンアートなど、親子で楽しむミ二イベン

トです。

月曜(3/20は開館)・祝日の翌日 1 ・
健康スタジ、アム 1 0:00~22:00 (日・祝は19:00まで)ItLU-
1日1，800円/2時間半 1，500円/1時間 1，000円1't';I

生命科学館(展示場)9:30~17 : 00 200円
屋外健康づくり施設 9:30~17 : 00 無料 |互嶋

※小・中学生は半額、幼児は無料です。

第1回三世代交流
ニュースポーツ・ゲーム大会
[3/26 (日)9:00~ 13:00] 
子どもから高齢者まで楽しめるゲーム大会です。
種目/ペタンク、フライングディスク(フリスビー)、

フットポーリング、輪投げなど
参加費200円

0~17:00 

火曜・祝日の翌日
園無料 (3月までは駐車場も無料)

※日・祝と第2・第4土曜日には圏内無料
パスも運行しています。

椅子のディテール展
「イタリアのデザイナーJ
[3/23 (木)まで 9:00~17 00] 
県立近代美術館の椅子コレクシヨンの中かう、
10人のイタリア人デザイナーによる作晶を展
示。自由で美的なイタリアの感性に触れること
ができます。
会場/富山県産業高度化センターl階展示室|童小鴻 E 高 叫

(総合デザインセンターな5び)帽膏 I! -
1 Jt明奇 U，_ _ .車両

入場無料 I R 毎々 O曇
156“' 総合デザイン ー

， 町 センヲ-
fi!..岨・~.. 
L.~ 1.c・a."'- R::I!iCj 

~O耐1C -R

14・ 県広報と哲彦 2000.3

旧本の山水一判長3h
[3/26 (日)まで]

独自の技法で深遠な自然を追求する下保昭さ
ん(砺波市出身)の近年の画業を紹介します。
一般 700円/高・大 500円/小・中 350円

「近代の日本画一巨匠が描くおんなの美J
14/15 (土)~5/14(日) ]

9 :30~17:00 

⑮月曜(3/20は開館)・祝日の翌日
常設展示観覧料(展示室以外は無料)
一般 200円高・大 160円小・中 100円

ハイビジョンウィーク「ヒマラヤトレッキンク‘紀行」
[3パ 9(日 )~4/5(水)] 
鮮明砿大型映像により、ヒマラヤの大自然を体験できます。

(J¥イビ、ジ.ヨン映像上映時間)
11 ・ OO~、 14 ・ OO~

ビ、ジ、ユアル講演会「巨大山脈の誕生J
[3/19 (日) 14:00~] 
ハイビジョン映像の上映を交えて、ヒマラヤ
山脈がどのように形作うれたかを探ります。

9 :30~17:00 

⑮月曜(3/20は開館)・祝日の翌日
一般 400円高・大 320円小・中 200円

造形ミステリーツアー
[3/4 (土)~4/2 (日)]
古代の地図や古代文字をまねたペンダントを
作ります。
材料費50~200円

9:30~17:00 

⑮火曜・第4水曜・祝日の翌日
入館無料(3月までは駐車場も無料)

植物園を支える研究活動(4) 
[ 3/10(金)~3/22 (水)] 
当園研究員等の日頃の研究成果を発表します。

夜桜鑑賞
[418 (土)・9(日) 18:00~21 :00] 
※開花状況により開催日が変更される場合があります。
会場/屋外展示園花のプロムナード
夜桜特別料金 一般 200円小・中 100円

9:00~17:00 ⑮木曜・祝日の翌日
一般 300円小・中 150円
ラこ個室と高山植物室は、点検整備の出b入室できません。
芯お、入園料1<3:通常の半額です。

一 -
&:-:古| 新 E・・・・・・・rL:亨| 湊Iìttj.I]，I.iJl，~ 

そうはんてんばん

海王丸総帆展帆
| 市 1 r L1/?~ (~ 王|空・・・
| 町E・・・・・丸|88• •• 
Is ・・・・・・・・
IIIItj ・・・・・・・・・

"'0 ・・・・・・・・J 可 Ir. '-'- ~"'-'u' "，
， ...  問、 1 ~ .-r.. "l/n円・・・

1~ 1直面鑑証圃・

[4/23 (日).5/5(祝)] 

海王女17!樹齢
[4129 (祝)]
公開10周年を記念して国際信号旗で海王丸
を飾ります。

4ハ8(火)オープン

111・・・IG ・・・・・・・・
ク11・・・・

入園自由 帆船海王丸は9:30~17:00
3パ7までは船体整備のため乗船できません
⑭月曜(3/20は開館)・祝日の翌日
一般 400円小・中 200円

鮫島有美子ソプラノリサイタル
[3/27 (月) 19・00-]
多くのファンを魅了し続ける歌姫、鮫島有美子
さんが艶やかな歌声を披露します。
S席 4，000円/A席 3，000円
(当日各500円高)

佐藤陽子歌&ヴァイオリンの夕べ
[4/21 (金) 19:00-] 
前売 3，000円(当日500円高)

編集 後 記

V 富山空港の困際 3路線の取材で各

航空会社の担当者からお話をうかがい

すっかり、ソウル、ウラジオストク、大連

のことに詳しくなりました。いただいた

パンフレットを眺めていると、自分もチヨ

ット行って見ょうかなぁと思いますo

vそれにしても、海外旅行の安さにはピ

ックリ。ソウルを例に取ると、 31白4日

で5万円台、季節によっては l泊2日で

2万円台の栴安ツアーもあるとか。こう

なると本当に園内旅行の感覚ですねo

vただ、問題は、いつ行くかとpうこと。

原稿の締め切りに追われる毎日では、

なかなか予定が立ちません。いつか広

報誌が早く完成して、富山空港から海

外旅行に出かける機会があればいいの

ですが・..。

県広報とやまの各世帯配布版(年3回発

行)は、新聞折込で各家庭にお届けします。

また、通常版(年7回発行)は、次の場所で

無料配布するほか、郵送による定期購読

も受け付けています。、
主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館1階)、

県の各施設、市町村役場、図書館、文化

ホール、公共温泉施設、主なショッピング

センタ一、いきいき KAN(甫山駅前C
IC5階)、 ]R駅(一部)、富山空港、東

京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読

同数(通常版の回数)を明記し、郵送料

として 1回当たり 160円分の切手を

同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版各世格配布版の両)J

を郵送しますが、郵送料の負111は通常版の分だ
けで結構です。

あて先

〒930・8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

次回 (4月号)は各世帯配布版です。

3月31日(金)の新聞各紙に折り込ん

でお届けする予定です。

ロ‘ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . 
平成12年度富山県職員・警察官採用試験の実施予定

試験名 試 験 職 種 受 験 資 格 受付期間 日 手呈

総合行政、
1次試験 6月25日(日)

上 級
警察事務、 昭和45年4月 2 日 ~54年4月 1 日生まれの方

5月15日(月) 2次試験 7月中旬

(大学卒程度)総合土木等 -6月2日(金) -8月上旬

合格発表 8月中旬

1.昭和54年4月2日-56年4月1日生まれの方

一般事務、 2.昭①和短4大5年若4し月く2は日高以等降専の門生学ま校れをで平、成次1に2該当する方 1次試験 9月24日(日)
中 級 農業土木等

2年3月以降
に卒業又は平成13年3月までに卒業見込みの方 8月11日(金) 2次試験 10月下旬

(短大卒程度) ②人事委員会が①と同等の資格があると認める方 -8月30日(水) -11月上旬

学技栄養職員等
昭和47::手4月2日-56年4月1日生まれの方で、 合格発表 11月中旬

必要な免許等を有する方又は取得見込みの方

争万 級
一般事務 昭和56年4月 2 日 ~58年4月 1 日生まれの方 1次試験 9月24日(日)

8月11日(金) 2次試験 10月下旬
(高校卒程度)学校事務、

昭和54年4月 2 日 ~58年4月 1 日生まれの方
-8月30日(水) -11月上旬

警察事務 合格発表 11月中旬

警察 官 昭和45年4月2日-54年4月1日生まれの方で、大学
1次試験 7月9日(日)

男性警察官
(同等と認めるものを含む)を卒業又(i平成13年3月

5月15日(月) 2次試験 8月中旬
(大学卒) 女性警察官 までに卒業見込みの方 -6月7日(水) ~下旬

合格発表 9月上旬

警察 官 男性警察官 昭和45年4月2日-58年4月1日生まれの方。 7月21日(金)
1次試験 9月17日(日)

(大学卒を除()女性警察官
ただし、大学(同等と認めるものを含む)を卒業又は

-8月16日(水)
2次試験 11月上旬

平成13年3月までに卒業見込みの方を除く。 合格発表 11月中旬

バイオテクノロジ一等の 欠員等の事情により不定期に実施し
先端科学技術分野の研

ますので、総務部人事課行政管理係
選考職種 究員や特別な免許、資格 職種によって異なる。

を必要とする職種(獣医 (TEL 076-444・3161)へお問い合わ
師、看護婦(士)等)など せください。

上記の内容は変更に芯る場合がありますので、詳細については、必す告試験ごとの「受験案内Jを参照してください。

各試験ごとの受験案内・申込用紙は、次の場所で5月15日(月)かう配布する予定です。
富山県人事委員会事務局、県庁正面案内、県民相談室(高岡、魚津、砺波の総合庁舎内)、東京事務所、大阪事務所、名古屋事務所
※職種によって免許・資格(取得見込みを含む)を必要とするものがあります。また、免許・資格が必要忽職種の一部には受験資格
の年齢条件が異なるものがありますので、「受験案内」でご確認ください。

・問合せは 富山県人事委員会事務局任用課まで
〒930-0096富山市舟橋北町4-19森林水産会館7階 TEL076-444-2166・2167
http://www.pref.toyama.jp/sections/0300/0300.htm 

とやまの情報お伝えします! [3月の県政番組] ※タイトルは、いずれも{刷です

こんにちは富山県です 北日本放送テレビ : 富山見たモン勝ち チューリップテレビ
毎週日曜 11:OO~11:30 ・ 第 4 日曜 lO:OO~lO・ 52

しんさ目、志し、

5日とやまの新酒米雄山錦

12日介護保険のポイン卜

19日ふるさと探訪滑川市

26日 12年度富山県予算

とやま超発見 l 富山テレビ
フォーカス・イン2 毎週日曜 9:00~9:30

5日とやまの博物館

12日とやまの福祉

19日春~卒業

26日とやま花めぐり

26日富山と広島、意外なつながり

とやま県聞録 FMとやま
毎週月曜~木曜日 :30~11:40
毎週土曜 日 :30~11:55

このほか、新聞広報やインターネットでも県政情

報をお伝えしています。

園新聞広報「県か5のお知5せ」

3月25日に掲載

・富山県ホームページ

http://www.pref.toyama.jp/ 

ご 応 募 お 待 ち し て い ま す。

富山空港の国際3路線で結ばれている都市は、

と、乙でしょうか。

「ソウル、ウラジオストク、 OOJとお答えください。

→答えは 7・8ページを読めばわかります。

E応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、

職業と、本誌の感想・入手方法を記載。

あて先/〒930-8501(住所不要)

富山県庁広報課「県広報とやま3月号」クイズ係

締切/4月5日 (消印有効)

正解者の中から 10名の方|こ、「とやまの音風景JCDをプレゼン卜します。

県広報と~ま 2000.3 ・ 13
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Vol.21 
松田江浜と雨晴海岸の波音

・氷見市・高岡市

二
上
山
が
海
に
迫
り
、
い
く
つ
も
の
岩
礁
が
波

聞
に
浮
か
ぶ
雨
晴
海
岸
。
そ
の
昔
、
奥
州
ヘ
向
か

う
義
経

一
行
が
岩
陰
で
雨
宿
り
を
し
た
と
い
う

伝
説
が
、
そ
の
名
の
由
来
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ

は
、
海
越
し
に
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
並
み
を

め

い

わ

の
ぞ
む
世
界
的
な
絶
景
の
地
、
女
岩
の
向
こ
う

に
は
、
立
山
が
清
ら
か
な
輝
き
を
見
せ
て
い
る
。

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

越
中
国
守
だ
っ
た
万
葉
の
歌
人
大
伴
家
持
も
、

当
時
は
「
渋
鎗
の
崎
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
海

岸
を
多
く
歌
に
詠
ん
で
い
る
。
「
馬
並
め
て
い
ざ

い

そ

み

う
ち
行
か
な
渋
鎗
の
清
き
磯
廻
に
寄
す
る
波
見

に」
。
さ
あ
、
海
を
見
に
行
こ
う
と
呼
び
か
け
る

若
々
し
い
歌
で
あ
る
。
奈
良
の
都
か
ら
来
た
家

持
に
と
っ
て
、
雄
大
な
海
と
山
は
、
、ど
れ
ほ
ど
心

動
か
さ
れ
る
光
景
だ
っ
た
こ
と
のた
ろ
う
か
。

岩
が
多
く
荒
々
し
い
雨
晴
海
岸
と
対
を
な
す
よ

う
に
、
こ
こ
か
ら
氷
見
に
か
け
て
は
、
穏
や
か
で

優
し
い
長
浜
が
続
き
、
白
い
砂
と
松
林
が
、
弓

な
り
に
能
登
半
島
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
る
。

ま

つ

だ

え

万
葉
集
に
「
麻
都
太
要
の
長
浜
」
の
名
で
登
場
す

る
松
田
江
浜
と
島
尾
海
岸
は
、
日
本
の
渚
百
選

に
も
選
、
ば
れ
た
美
し
い
自
然
海
岸
で
あ
る
。

ザ
ザ
l
、
ザ
ザ
!
と
、
折
り
重
な
る
よ
う
に
波

が
寄
せ
る
。
海
岸
の
名
は
変
わ
っ
て
も
、
波
音
は

変
わ
ら
ず
繰
り
返
し
、
時
に
人
を
遠
い
過
去
へ

と
誘
う
。
瞳
を
輝
か
せ
る
若
き
国
守
を
見
て
い

た
海
岸
に
、
今
は
白
い
カ
モ
メ
の
群
れ
が
翼
を

休
め
て
い
る
。
ふ
と

一
羽
が
、
海
風
を
受
け
て

早
春
の
光
の
中
に
舞
い
上
が
っ
て
い
っ
た
。

※
県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
な
ど
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。
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